
昨
今
、
う
な
ぎ
上
り
の
京
都
人
気
。
知
っ
て
い

る
つ
も
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
認
識
が
甘
か
っ

た
ら
し
い
。
時
刻
は
午
前
10
時
す
ぎ
。
京
都
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
に
乗
り
継
い
で
嵯
峨
嵐
山
駅
ま
で
。

着
く
な
り
向
か
っ
た
、
隣
接
す
る
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ

列
車
、
ト
ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
の
乗
車
券
売
り
場
は
、
す

で
に
行
列
。

乗
車
券
は
、
ど
う
買
う
？

嵐
山
・
嵯
峨
野
を
走
る
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は

全
席
指
定
。
乗
車
券
は
当
日
購
入
も
で
き
る
け
れ

ど
、
乗
車
予
定
の
１
カ
月
前
か
ら
前
売
り
も
購
入
で

き
る
。
紅
葉
に
は
ち
ょ
っ
と
時
期
が
早
い
平
日
。
当

日
購
入
で
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
念

の
た
め
、
ト
ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
亀
岡
駅

ま
で
、
片
道
分
の
乗
車
券
は
購
入
済
み
。

そ
れ
で
も
真
っ
先
に
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
乗
車
券

売
り
場
に
赴
い
た
の
は
、
窓
ガ
ラ
ス
の
な
い
フ
ル

オ
ー
プ
ン
の
特
別
車
両
、
リ
ッ
チ
号
の
乗
車
券
が
当

日
販
売
の
み
だ
か
ら
。
前
売
り
で
購
入
し
た
乗
車
券

も
、
当
日
窓
口
に
行
け
ば
、
先
着
順
で
リ
ッ
チ
号
の

乗
車
券
に
交
換
し
て
も
ら
え
る
。
せ
っ
か
く
ト
ロ
ッ

コ
列
車
に
乗
る
の
な
ら
、
景
色
が
良
く
見
え
そ
う
な

リ
ッ
チ
号
に
乗
り
た
い
。

リ
ッ
チ
号
へ
の
交
換
を
目
的
に
、
乗
車
時
間
の
２

時
間
近
く
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
駅
に
立
ち
寄
っ
て
み

た
の
だ
け
れ
ど
、
来
て
み
て
正
解
。
直
近
の
列
車
の

乗
車
券
は
、
す
で
に
「
立
席
券
」
の
み
。
１
時
間
に

１
本
の
ペ
ー
ス
で
運
行
さ
れ
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
。
１

時
間
後
、
２
時
間
後
の
列
車
を
予
約
し
て
い
る
観
光

客
も
多
い
様
子
。
２
時
間
後
の
リ
ッ
チ
号
の
乗
車
券

は
入
手
で
き
る
か
。
慌
て
て
乗
車
券
売
り
場
の
行
列

に
参
戦
。

と
は
い
え
、
リ
ッ
チ
号
の
乗
車
券
に
交
換
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
ト
ロ
ッ
コ
亀
岡
駅
ま
で
の
乗
車

券
は
あ
る
。
た
だ
、
亀
岡
駅
に
着
い
て
か
ら
先
の
こ

と
は
、
ま
っ
た
く
決
め
て
こ
な
か
っ
た
。
嵯
峨
野
観

光
鉄
道
の
担
当
者
さ
ん
に
よ
る
と
、
亀
岡
駅
に
着
い

た
乗
客
の
行
動
は
、
①
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
戻
っ
て
く

る
、
②
保
津
川
を
船
で
下
っ
て
戻
っ
て
く
る
、
③
亀

岡
市
の
湯
の
花
温
泉
な
ど
に
向
か
う
、
と
い
う
大
体

三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
と
か
。
乗
車
券
売

り
場
の
行
列
か
ら
す
る
と
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
戻
っ

て
く
る
な
ら
、
事
前
に
乗
車
券
を
買
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
そ
う
。
さ
て
、
ど
う
し
よ
う
。

今
回
は
、
嵐
山
観
光
を
し
た
い
の
で
、
選
択
肢
は

①
か
②
。
保
津
川
下
り
も
魅
力
的
だ
な
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
た
ら
、
天
候
の
影
響
で
本
日
、
運

行
中
止
。
と
い
う
こ
と
で
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
戻
っ

て
く
る
こ
と
に
決
定
。
販
売
員
の
方
に
、
亀
岡
駅
か

ら
の
戻
り
の
乗
車
券
と
、
行
き
の
乗
車
券
の
リ
ッ
チ

号
へ
の
交
換
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
申
し
出
る
。

「
リ
ッ
チ
号
へ
の
交
換
、
大
丈
夫
で
す
よ
。
た
だ
、

戻
り
の
列
車
は
普
通
車
両
に
な
り
ま
す
」。

リ
ッ
チ
号
の
乗
車
券
と
戻
り
の
乗
車
券
、
ど
ち
ら

も
無
事
、
入
手
完
了
。

さ
す
が
は
、
京
都
・
嵐
山

ま
だ
ま
だ
絶
え
な
い
乗
車
券
売
り
場
の
行
列
を
後

に
、
乗
車
時
間
ま
で
嵐
山
を
散
策
。
見
所
の
多
い
嵐

山
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
無
数
に
あ
る
け
れ
ど
、
ひ
と

ま
ず
名
刹
・
天
龍
寺
を
目
指
す
。

歩
く
に
つ
れ
、
進
む
に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
人
が

増
え
て
い
く
。
個
人
旅
行
に
団
体
旅
行
、
修
学
旅

乗車券売り場には、観光客の長い列。 桜の季節には、こんな景色の中を走る。

嵯峨野観光鉄道株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

テ
ー
マ
パ
ー
ク
京
都
・
嵐
山
エ
リ
ア
は

今
日
も
観
光
客
で
大
賑
わ
い
。

人
波
押
し
寄
せ
る
景
色
に
疲
れ
た
ら
、

人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
に
ぜ
ひ
。

嵯
峨
嵐
山
の
も
う
一
つ
の
顔
、

静
か
で
豊
か
な
自
然
を
堪
能
で
き
ま
す
。

嵯峨野トロッコ列車
【さがのとろっこれっしゃ】

嵯峨野、保津川峡谷の景色を楽しめる観
光鉄道。トロッコ嵯峨
駅からトロッコ亀岡駅
まで、総延長 7.3km
を 25分で結ぶ。

保津峡

馬堀

嵯峨嵐山

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

（
嵯
峨
野
線
）

トロッコ亀岡

トロッコ保津峡

トロッコ嵐山

トロッコ嵯峨
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行
、
天
龍
寺
の
前
を
通
っ
て
渡
月
橋
に
つ
な
が
る
道

は
、
土
産
物
屋
や
飲
食
店
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。
当
然
、
天
龍
寺

も
大
賑
わ
い
。
総
門
を
く
ぐ
り
、
参
拝
受
付
ま
で
向

か
っ
た
も
の
の
、
黒
山
の
人
だ
か
り
。
人
波
に
圧
倒

さ
れ
て
き
び
す
を
返
し
、
渡
月
橋
に
向
か
っ
て
み
れ

ば
、
橋
の
上
も
川
原
も
記
念
撮
影
す
る
人
々
で
一

杯
。た

く
さ
ん
の
人
が
地
図
を
片
手
に
楽
し
そ
う
に
歩

き
回
る
光
景
は
、
某
人
気
テ
ー
マ
パ
ー
ク
さ
な
が

ら
。
違
い
と
い
え
ば
、
こ
ち
ら
の
方
が
圧
倒
的
に
海

外
か
ら
の
お
客
様
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
。
修
学
旅

行
の
学
生
た
ち
を
除
け
ば
、
過
半
数
ど
こ
ろ
か
、
も

し
か
し
た
ら
８
割
以
上
が
外
国
人
観
光
客
で
は
な
い

か
と
思
う
ほ
ど
、
飛
び
交
う
言
語
が
実
に
さ
ま
ざ

ま
。
ど
こ
よ
り
も
日
本
ら
し
い
景
色
の
中
、
視
界
に

入
る
す
べ
て
の
人
が
外
国
人
に
な
る
瞬
間
も
あ
っ

て
、
な
ん
だ
か
不
思
議
な
気
分
に
な
る
。

さ
す
が
は
京
都
、
嵐
山
。
観
光
地
と
し
て
の
吸
引

力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
少
し
早
い
け

れ
ど
ト
ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
に
戻
る
。

人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」

列
車
の
発
車
時
刻
ま
で
約
30
分
。
戻
っ
て
き
た
ト

ロ
ッ
コ
嵯
峨
駅
に
は
相
変
わ
ら
ず
の
行
列
。
乗
車
券

の
販
売
状
況
を
見
る
と
、
乗
車
予
定
の
列
車
は
行
き

も
戻
り
も
す
で
に
満
席
、
さ
ら
に
１
時
間
後
の
列
車

で
も
立
席
券
の
み
。
こ
ち
ら
も
大
変
な
人
気
ぶ
り
。

乗
車
券
売
り
場
の
混
雑
を
横
目
に
、
い
よ
い
よ
ト

ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
車
。
列
に
並
ん
で
入
手
し
た
リ
ッ

チ
号
の
車
内
は
、
欧
米
か
ら
の
お
客
様
が
約
２
割
、

残
り
８
割
近
く
は
ア
ジ
ア
系
で
、
車
内
の
会
話
は
外

国
語
が
圧
倒
的
優
勢
。
話
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
車
窓
の
景
色
に
期
待
を
高
め
て
い
る
の
は
、

何
と
な
く
感
じ
ら
れ
る
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
ト
ロ
ッ
コ
嵐
山
駅
ま
で
は
主
に

住
宅
地
を
走
り
、
嵐
山
駅
を
出
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
保
津
川
の
景
色
が
広
が
る
。

車
窓
に
広
が
っ
た
保
津
川
の
景
色
に
、「
わ
ぁ
」

「
あ
ぁ
」
と
い
う
た
め
息
の
よ
う
な
歓
声
が
響
く
。

言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
感
動
し
た
時
の
第
一

声
は
万
国
共
通
の
も
の
ら
し
い
。

沿
線
の
紅
葉
は
、
や
っ
ぱ
り
ま
だ
ま
だ
緑
色
。
色

づ
き
を
促
す
に
は
、
少
し
も
の
足
り
な
い
柔
ら
か
な

風
は
、
寒
さ
を
感
じ
ず
に
景
色
を
楽
し
む
に
は
ち
ょ

う
ど
良
い
。
窓
ガ
ラ
ス
の
な
い
リ
ッ
チ
号
は
、
天
井

が
ガ
ラ
ス
張
り
で
見
晴
ら
し
最
高
。
車
内
に
吹
き
込

む
風
は
爽
や
か
だ
し
、
光
も
一
杯
差
し
込
ん
で
き

て
、
気
持
ち
が
い
い
。
車
内
は
満
席
で
立
っ
て
い
る

人
も
い
る
け
れ
ど
、
い
っ
た
ん
、
ト
ロ
ッ
コ
が
動
き

出
し
た
ら
、
車
窓
の
景
色
は
乗
客
だ
け
の
も
の
。
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
行
き
来
す
る
賑
や
か
な
嵐
山
と

は
全
く
異
な
る
、
山
と
川
の
静
か
な
景
色
を
楽
し
む

こ
と
約
25
分
、
終
点
・
亀
岡
駅
が
見
え
て
く
る
。

田
園
地
帯
の
真
ん
中
に
あ
る
亀
岡
駅
に
は
、「
ど

こ
か
ら
こ
ん
な
に
」
と
思
う
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人
が

列
を
な
し
て
列
車
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
。
戻
り
の

分
の
乗
車
券
も
買
っ
て
お
い
て
、
本
当
に
よ
か
っ

た
。
京
都
・
嵐
山
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ら
ば
、
ト

ロ
ッ
コ
列
車
は
行
列
必
至
の
人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
京
都
・
嵐
山
エ
リ
ア
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
は
、
平
日
・
休
日
、
季

節
を
問
わ
ず
大
人
気
。
確
実
な
乗
車
を
ご
希
望
の
方

は
、
早
め
の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

トロッコ列車は満員御礼。 天龍寺（下）に竹林の道（上）、どこもかしこも人で一杯。

列車は保津川沿いを走る。沿線の紅葉の見所はまだまだ緑色。亀岡駅は、乗る人と降りる人とで大混雑。 リッチ号は天井もガラス張り。景色が良く見える。
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